
 

 

 

 

 
 
 

III 参考文献一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 



 265

１. 教育協力・基礎教育・理数科教育全般 
 
「世界の理科教育」学校理科研究会、みずうみ書房、1982 年 11 月 
「国際教育事典」アルク、1991 年 
「開発と教育 分野別援助研究会報告書」国際協力事業団、1994 年 1 月 

「開発と教育 分野別援助研究会報告書 現状分析資料編」国際協力事業団、1994 年 3 月 
「アフリカへの数学教育協力を考える－アフリカの国づくりへの支援方策としての理数科教育

協力－」大谷宏、『国際協力研究』22 号、1995 年 10 月 

「世界民族問題事典」平凡社、1995 年 
「地域の発展と政府の役割 分野別援助研究会報告書」国際協力事業団、1997 年 3 月 
「教育援助にかかる基礎研究－基礎教育分野を中心として－報告書」国際協力事業団企画部、

1997 年 10 月 
「サブ・サハラ・アフリカの基礎教育に対する日本の援助可能性－1990 年代の社会変動をふま

えて－」『国際協力研究』27 号、1998 年 4 月 

「理数科教育分野の国際協力と日本の協力手法に関する予備的考察」澤村信英、『国際教育協力

論集』第 2 巻第 2 号、1999 年 10 月 
「途上国における日本の教育経験の活用可能性－国際協力事業団(JICA)研修員の研修報告の分

析から－」卜部朋、『国際教育協力論集』第 2 巻第 1 号、1999 年 3 月 
「理・数系教師隊員のために－先輩隊員が目指したもの－」国際協力事業団青年海外協力隊事務

局、2000 年 3 月 

「発展途上国の理数科教育開発に関する基礎的研究－アジア諸国の理数科達成と学校のクオリ

ティに関わる問題点を中心に－」隅田学・赤川泉・長尾眞文、『国際教育協力論集』第 3 巻

第 1 号、2000 年 5 月 

「科学技術教育の国際協力ネットワークの構築」日本学術会議科学教育研究連絡委員会偏、日本

学術協力財団、2000 年 12 月 
「国際教育協力における調査手法に関する一考察－IST 法によるケニア調査をめぐって－」内海

成治・高橋真央・澤村信英、『国際教育協力論集』第 3 巻第 2 号、2000 年 12 月 
「アフリカにおける科学教育協力の可能性を考える視点」大隅紀和、『国際教育協力論集』第 4

巻第 2 号、2001 年 12 月 

「対アフリカ教育援助に関する一考察－日本の役割と可能性をめぐって－」澤村信英、『国際教

育協力論集』第 4 巻第 2 号、2001 年 12 月 
「発展途上国の理数科教育開発における民族科学の意義と役割」桑山尚司、『国際協力研究誌』

第 8 巻第 2 号、2002 年 3 月 
「数学教育協力における文化的な側面の基礎的研究」馬場卓也、国際協力事業団・国際協力総合

研修所、2002 年 3 月 

「開発課題に対する効果的アプローチ－基礎教育」国際協力事業団・国際協力総合研修所、2002
年 5 月 

「数学教育協力における文化の果たす役割－ケニアにおける数学教育の事例を基に－」馬場卓也、

『国際教育協力論集』第 5 巻第 1 号、2002 年 7 月 
「日本の国立大学における理数科教育分野の国際協力人材－人材登録データベースの分析から」
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『国際教育協力論集』第 5 巻第 2 号、2002 年 12 月 
「アフリカの開発と教育 人間の安全保障をめざす国際教育協力」澤村信英編著、明石書店、2003

年 12 月 
「日本の教育経験を途上国協力にどう活かすか（JICA 公開セミナー報告書）」独立行政法人国際

協力機構・国際協力総合研修所／分野・課題ネットワーク「教育」チーム、2003 年 12 月 

外務省ホームページ：http://www.mofa.go.jp/mofaj/index.html 
国際協力機構ホームページ：http://www.jica.go.jp/ 

 
 
２． フィリピン・プロジェクト関係 
 
「フィリピン国別援助研究会報告書」国際協力事業団、1987 年 5 月 
「フィリピン共和国理数科教師訓練センター建設計画基本設計調査報告書」国際協力事業団、

1987 年 

「総合報告書」寺川智祐・竹下政範、1990 年 3 月 20 日 
「平成 3 年度 JICA 国別協力情報 フィリピン」国際協力事業団、1992 年 3 月 
「フィリピン理数科教師訓練センター基礎調査団報告書」国際協力事業団社会開発協力部、1992

年 4 月 
「総合報告書」寺川智祐、1992 年 1 月 4 日 
「フィリピン・プロジェクト形成調査(理数科教育)報告書」国際協力事業団企画部、1992 年 11

月 
「フィリピン理数科教師訓練センタープロジェクト事前調査団報告書」国際協力事業団、1993

年 7 月 

「フィリピン理数科教師訓練センター長期調査報告会資料」1993 年 11 月 8 日 
「フィリピン国別援助研究会(第 2 次)報告書」国際協力事業団、1994 年 3 月 
「フィリピン国別援助研究会(第 2 次)資料」国際協力事業団、1994 年 3 月 

「フィリピン共和国理数科教育開発パッケージ協力 RSTC サイト事前調査(長期調査)及び『チー

ム派遣』に係る予備調査報告書」国際協力事業団、1994 年 11 月 
「フィリピン理数科教師訓練センター巡回指導調査団報告書」国際協力事業団社会開発協力部、

1996 年 2 月 
「今後の科学教育協力の目標と技術移転の方策－フィリピンの理数科教育プロジェクト技術協

力の経験から－」大隅紀和、『国際教育協力論集』第 1 巻第 1 号、1998 年 6 月 

「活動実績調査報告書」三宅由利子、1998 年 11 月 16 日 
「活動実績調査要約および調査所見」三宅由利子、1998 年 11 月 25 日 
「業務出張報告書」日浦賢一、1999 年 1 月 29 日 

「フィリピンの中等理数科教育－問題点と教育改善への提言－」山田盛夫・増田幹夫・曽武川建、

1999 年 2 月 4 日 
「フィリピン国別援助研究会報告書(第 3 次)」国際協力事業団、1999 年 3 月 

「フィリピン国別援助研究会報告書 現状分析編」国際協力事業団、1999 年 3 月 
「フィリピン理数科教育プロジェクト技術協力 SMEMDP(1994～1999)の成果と今後の教育協力
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活動に向けての検討」大隅紀和、『国際教育協力論集』第 2 巻第 1 号、1999 年 3 月 
「フィリピン共和国初中等理数科教育向上パッケージ協力・理数科教師訓練センタープロジェク

ト終了時評価報告書」国際協力事業団企画部・派遣事業部・社会開発協力部、1999 年 1 月 
「フィリピン共和国地方理数科教育向上プロジェクト終了時評価報告書」国際協力事業団・青年

海外協力隊事務局、1999 年 1 月 

「フィリピン共和国地方理数科教育向上プロジェクト終了時評価報告書(総括)」国際協力事業

団・青年海外協力隊事務局、2001 年 3 月 
「フィリピン共和国チーム派遣協力『初中等理数科教員研修強化計画』事前調査報告書」国際協

力事業団、2002 年 
「外務省有識者評価調査報告書－教育セクターへの協力（フィリピン）」『平成 16 年度外務省外

部評価報告書』、黒田一雄、2004 年 

 
 
３． エジプト・プロジェクト関係 
 
「エジプト国別援助研究会報告書」国際協力事業団、1992 年 
「事前調査団 帰国報告会資料」1997 年 11 月 

「総合報告書」高橋正、1999 年 4 月 1 日 
「総合報告書」田中邦明、1999 年 4 月 10 日 
「業務報告書」田中実、2000 年 1 月 

「報告書」杉山佳彦、2000 年 2 月 
「総合報告書」倉賀野志郎、2000 年 3 月 13 日 
「エジプト国『小学校理数科教育改善』基礎調査団報告書｣国際協力事業団、2000 年 5 月 

「業務報告書」高橋正、2000 年 9 月 
「エジプト国『小学校理数科授業改善』プロジェクト終了時評価調査報告書」国際協力事業団、

2000 年 12 月 

「短期調査(第 2 次)簡易帰国報告」高橋、2002 年 4 月 
「エジプト小学校理数科教育短期調査報告書」2002 年 5 月 
「第 2 次事前評価調査 報告書」2002 年 8 月 

北海道教育大学岩見沢校ホームページ http://m.iwa.hokkyodai.ac.jp/ 
 

 
４． ケニア・プロジェクト関係 
 
「アフリカへの数学教育協力を考える－アフリカの国づくりへの支援方策としての理数科教育

協力－」『国際協力研究』22 号、1995 年 10 月 
「ケニア国中等理数科教育強化計画基礎調査団報告書」国際協力事業団社会開発協力部、1997 

年 1 月 

「ケニア国中等理数科教育強化計画事前調査団報告書」国際協力事業団社会開発協力部、1997
年 8 月 
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「ケニア国中等理数科教育強化計画実施協議調査団報告書」国際協力事業団社会開発協力部、

1998 年 4 月 

「総合報告書」池田秀雄、1998 年 9 月 
「総合報告書」馬場卓也、1998 年 8 月 
「ケニアの教育現場から」浜野隆、『国際協力』1998 年 7 月号 

「報告書」内海成治、1998 年 9 月 
「総合報告書」景山三平、2000 年 8 月 
「報告書(短期専門家)」今岡光範、2001 年 4 月 

「総合報告書」根平邦人、200１年 9 月 
「数学分野における国際協力の考察－ケニア国中等理数科教育強化プロジェクトを事例として

－」馬場卓也・岩崎秀樹、『国際教育協力論集』第 8 巻第 1 号、2001 年 10 月 

「アフリカに技術協力の持続的発展を求めて」杉山隆彦、フロンティア 1 月号、2002 年 1 月 
「ケニア共和国中等理数科教育強化計画終了時評価報告書」国際協力事業団者開発協力部、2002

年 11 月 

「ケニア中等理数科教育強化計画事業事前評価表(技術協力プロジェクト)フェーズ 2」国際協力

事業団社会開発協力部、2003 年 5 月 
青年海外協力隊理数科教師シニア隊員「隊員活動報告書」内山葉月 

第 1 号 2001 年 1 月 29 日 
第 2 号 2002 年 1 月 16 日 
第 3 号 2002 年 2 月 12 日 

第 7 号 2003 年 8 月 
「マクエニ県理数科教師グループ活動 2000 年活動報告」2001 年 2 月 3 日 
「マクエニ県理数科教師グループ活動 2001 年活動計画」2001 年 3 月 15 日 

「マクエニ県理数科教師グループ活動 2000 年活動のまとめと来年への課題」 
「マクエニ県理数科教師グループ派遣 2002 年活動計画」2002 年 1 月 19 日 
SMASSE HOMEPAGE ：http://www.smasse.org/J/indexj.html 

 
 
５． インドネシア・プロジェクト関係 
 
「教育分野の分析と提言（抜粋）（セクター別基礎資料分析）」国際協力事業団インドネシア事務

所、セクター別基礎資料ワーキンググループ、1994 年 12 月 

「参加型開発と良い統治 分野別援助研究会報告書(現状分析資料)」国際協力事業団、1995 年 3 月 
「インドネシア初中等理数科教育拡充計画基礎調査団報告書」国際協力事業団社会開発協力部、

1996 年 1 月 

「インドネシア国初中等理数科教育拡充計画事前調査団報告書」国際協力事業団社会開発協力部、

1997 年 5 月 

「インドネシア国初中等理数科教育拡充計画事前調査団報告書(資料編)」国際協力事業団社会開

発協力部、1997 年 5 月 
「特定テーマ評価第 2 章：教育･人材開発（インドネシア）」牟田博光、浜野隆、斉藤英介、中畝
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義明、1997 年 11 月 
「インドネシア共和国初中等理数科教育拡充計画実施協議調査団報告書(資料編)」国際協力事業

団社会開発協力部、1998 年 8 月 
「インドネシア共和国初中等理数科教育拡充計画実施協議調査団報告書(本編)」国際協力事業団

社会開発協力部、1998 年 8 月 
「インドネシア共和国高等教育開発計画プロジェクト終了時評価報告書」国際協力事業団社会開

発協力部、1999 年 1 月 
「インドネシア共和国初中等理数科教育拡充計画基本設計調査報告書」国際協力事業団・(株)パ

シフィックコンサルタンツインターナショナル・インテムコンサルティング株式会社、1999
年 3 月 

「インドネシア共和国初中等理数科教育拡充計画基本設計調査報告書(別冊)」国際協力事業団・

(株)パシフィックコンサルタンツインターナショナル・インテムコンサルティング株式会社、

1999 年 3 月 
「インドネシア国初中等理数科教育拡充計画の理念と課題」下條隆嗣・遠山紘司、『国際教育協

力論集』第 2 巻第 2 号、広島大学教育開発国際協力研究センター、1999 年 10 月 
「化学教育に於ける国際貢献」下沢隆、『化学教育ジャーナル(CEJ)』第 3 巻第 2 号、1999 年 12

月 25 日  

「第 4 次インドネシア国別援助研究会報告書」国際協力事業団、2000 年 11 月 
「インドネシアで進めている理数科教育の国際協力からみた国際教育協力の課題」下條隆嗣、『科

学技術教育の国際協力ネットワークの構築』、日本学術会議科学教育研究連絡委員会編、日

本学術協力財団、2000 年 12 月 20 日 
「インドネシア国 初中等理数科教育拡充計画 中間評価調査 コンサルタント報告書」(株)パ

デコ、2001 年 4 月 

「インドネシア共和国書中等理数科教育拡充計画運営指導（中間評価）調査団報告書」国際協力

事業団社会開発協力部、2001 年 5 月 
「総合報告書」神沢淳、2001 年 9 月 30 日 

「インドネシア共和国高等教育開発計画運営指導(フォローアップ終了時評価)調査報告書」国際

協力事業団社会開発協力部、2002 年 6 月 
「国際教育協力に寄与する日本の理科教育」下條隆嗣、『理科の教育』通巻 606 号 pp14～17、2003

年 1 月 
「インドネシア共和国初中等理数科教育拡充計画終了時評価報告書」国際協力事業団社会開発協

力部、2003 年 4 月 

「インドネシア国初・中等理数科教育拡充計画 業務完了報告書」下條隆嗣、2003 年 9 月 11 日 
「専門家業務完了報告書(総合報告書)」寺谷敞介、2003 年 10 月 
「インドネシア共和国初中等理数科教育拡充計画(1998-2003)に学ぶ」寺谷敞介、理科教育学会全

国大会予稿、2004 年 8 月 5 日 
“Final Report : The Project Development of Science and Mathematics Teaching for Primary and 

Secondary Education (IMSTEP) 1998~2003”, JICA in cooperation with Directorate General of 

Higher Education, 2003 
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６． 南アフリカ・プロジェクト関係 
 

「南アフリカ共和国教育分野プロジェクト形成調査結果資料」国際協力事業団基礎調査部、1996
年 12 月、 

「南アフリカ共和国教育分野企画調査結果報告書」1997 年 8 月、国際協力事業団企画部 

「報告書」小川治雄、1998 年 6 月 4 日 
「総合報告書」鎌田正裕・藤井裕樹、1998 年 7 月 
「南アフリカ共和国における教育の現状と教育協力・援助の必要性」村田翼夫、『国際教育協力

論集』第 1 巻第 1 号、1998 年 6 月 
「イースタンケープ小学校建設に関する報告書」1998 年 8 月 
「南アフリカ共和国教育事情調査報告書」文部省・広島大学教育開発国際協力研究センター、 

1999 年 3 月 31 日 
「四半期報告書」又地淳 
「南アフリカ共和国ムプマランガ州中等理数科教員再訓練計画 MSSI プランニング･スタディ報

告書」国際協力事業団、1999 年 9 月 22 日 
「南部アフリカ援助研究会 報告書第 2 巻＜南アフリカ・本編＞」国際協力事業団、2000 年 12

月 

「南アフリカ援助研究会 報告書第 2 巻別冊＜南アフリカ・現状分析資料編＞」国際協力事業団、

2000 年 12 月 
「2000 年第 1 回地区レベルワークショップ MSSI 短期専門家派遣報告書(案)」国際協力事業団、

2000 年 3 月 20 日 
「2000 年第 2 回地区レベルワークショップ MSSI 短期専門家派遣報告書(案)」国際協力事業団、

2000 年 6 月 14 日 

「2000 年第 3 回地区レベルワークショップ MSSI 短期専門家派遣報告書(案)」国際協力事業団、

2000 年 9 月 26 日 
「2001 年第 1 回地区レベルワークショップ MSSI 短期専門家派遣報告書(案)」国際協力事業団、

2001 年 3 月 19 日 
「2001 年第 2 回地区レベルワークショップ MSSI 短期専門家派遣報告書(案)」国際協力事業団、

2001 年 5 月 26 日 
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